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研究成果の概要（和文）：本研究は、芸術と日常生活の融合が、実際には困難を極めることを、次の視点から明
らかにした。①新印象派が信奉していたアナーキズムと幸福の観念が、美の追求とは一致しえないこと。②各地
の芸術祭（さいたまトリエンナーレ2016、2017年の欧州での三つの芸術祭）の観察を通じて、日常生活と芸術の
融合が、政治もしくは経済の問題に転嫁されていくこと。③芸術と日常生活の融合は、例えば「毒」を導きいれ
るような荒療治が必要なこと。「毒」は生死にかかわる「関心性」を芸術に注入する。

研究成果の概要（英文）：This research revealed that the fusion of art and daily life is extremely 
difficult from the following viewpoints. ① The idea of anarchism and happiness that the 
Neo-Impressionists believed in cannot match the pursuit of beauty. ② Through observing art 
festivals in various places (Saitama Triennale 2016, the three art festivals in Europe in 2017), the
 fusion of everyday life and art will be passed on to political or economic issues. ③ The fusion of
 art and daily life requires, for example, a rough cure that can lead to "poison". "Poison" injects 
life-threatening "interest" into art.

研究分野： 美術史、美学、表象文化論

キーワード： 芸術と日常生活の融合　新印象派　アナーキズム　芸術祭　毒
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研究成果の学術的意義や社会的意義
私達は芸術と日常生活の融合を夢想する。「日常生活に芸術が溢れていたら素晴らしい」、「芸術が日常生活者
にも近づきやすかったら、もっといい」。しかし本研究は、実際には両者が歩み寄る難しさを示した。そうした
ことは、2020年に始まるコロナ禍などの厳しい芸術環境において、補助金などを芸術につぎ込むことが、人々の
賛意を得られないことからも分かる。しかし本研究はそうした相矛盾する芸術と生活の間に、「毒」のような架
け橋も存在することを明らかにした。今後、さらなる研究が俟たれる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

●研究開始当時、美学で始まったばかりの生活場所（ビオトープ）の研究 

美的関心の無関心説を提唱したカントから始まり、20 世紀以降も、P.ビュルガー、A.ダ

ントー、P.ブルデュー、C.ビショップらは芸術と日常生活が乖離しているからこそ、芸術の

存立が保たれているとの説をとる。しかし尼崎彬（2012）の言葉を借りるなら、近年は芸術

と日常生活の境目が融解し、「芸術のための芸術」という芸術の自律性が崩れ、芸術に日常

的な生活関心を導き入れる「人生のための芸術」が広がっている。これを西村清和（2007-

2010）は美学における「ビオトープ」の研究、とりわけ環境美学や分析美学の立場から明ら

かにしようとしてきた。これに類する研究は、鶴見俊輔（1991）、Donald Kuspid(1996)、

Andrew Light(2005)、Yuriko Saito(2007)などがあるが、その焦点は遊戯、健康、風景、道

徳などばらばらで、芸道などの前近代の話題も含み、史的な体系性を欠いている。 

●コミュニティ・アート研究は当事者研究が多く、批判力を欠いている 

芸術と日常生活の融合に関して、美術史界ではコミュニティ・アートの研究が最も進んで

いる。熊倉敬聡（2000）、平田オリザ（2001）、Jono Bacon(2012)、Michael Ruthdon(2013)、

中村政人（2013）、熊倉純子（2014）などの優れた研究があるが、いずれも事業に携わる当

事者研究であり、批判力を欠いている点が否めない。コミュニティ・アートは社会を活性化

している点も多々あるが、ビショップ（2004）も指摘するように、そのコミュニケーション

は同類の仲間のなれあいになりやすく、健全な民主主義がもつべき「反目 antagonism」を

欠いている。応募者は、とかく社会と迎合しやすい現代アートにおける芸術と生活の融合を、

当事者としてではなく研究者として冷静に見つめ、その長所だけでなく短所も的確に指摘

したいと考えた。 
 
２．研究の目的 

 上述のように、昨今では 19 世紀以来隆盛した「芸術のための芸術」が、「人生のための芸

術」になりつつある。上述の先行研究では、遊戯、健康（体操や踊りなど）、風景の機能、

道徳と美、また各地の芸術祭の隆盛を明らかにしてきた。しかし一方で、それらの「人生の

ための芸術」の芸術としての質の低下は否めない点があった。たとえば同情や涙などを極端

に誘う芸術が、ソープオペラ化して、芸術としての質が十分でないことや、各地の芸術祭で

出品される作品が、街の日常と同化してしまい、芸術として同定できないなどの事例である。

本研究は、こうした事例から自然と沸き起こる疑問、すなわち「芸術と日常生活は本当に融

合しえるのか？」「芸術と日常生活の、平和な結婚というのはありうるのか？」という疑問

に答えようとするものである。 
 
 
３．研究の方法 

 本研究は、主に三つの領域から、芸術と日常生活の融合の実態を明らかにし、そこでの芸

術活動が、美的体験を提供するという点で、実効性があるのかを考察した。 

①19 世紀末のフランス新印象派が信奉していたアナーキズムと幸福の観念が、彼らの美

学とどう関係づけられるかを、美術史的、政治史的に考察した。本研究は、「戦後史研究」

であるが、新印象派のアナーキズムは、20 世紀、21 世紀の中道左翼やエコロジストの論者

と極めて近いことがあり（そのことは研究代表者の『新印象派のプラグマティズム』（2012）

で明らかにした）、トピックとして選択した。 

②国内外の芸術祭（越後妻有トリエンナーレ、瀬戸内国際芸術祭、愛知トリエンナーレ、

さいたまトリエンナーレ、2017 年の欧州でのミュンスター彫刻プロジェクト、ドクメンタ



14、ヴェネツィアビエンナーレなど）の観察を通じて、日常生活と芸術の融合が、どのよう

に夢想され、そして実際にはどのように融合したのかを、美術史的に明らかにした（その結

果、両者の融合は実際にはかなり困難であることが示された）。 

③2018 年度までの研究成果から、芸術と日常生活の融合は、かなり困難を極めることが

明らかにされた。しかし実際には、人々はたえず、「芸術が日常生活と密接にかかわるとい

い」「日常生活が芸術に彩られればいい」と夢想する。そこで本研究では、両者の融合の可

能性として、「毒」のような致死的で刺激的な要素を入れることで、両者の融合が可能にな

るのではないかとの仮説を立てた。 

 

４．研究成果 

本研究は、結果として、芸術と日常生活の融合が、実際にはわずかな例外を除いて、困難

を極めることを、次の視点から明らかにした。 

①新印象派が信奉していたアナーキズムと幸福の観念は、現在の中道左翼の平等主義の

原点ともいえる。そこで描かれる世界観は、ポール・シニャックの『調和の時』（1895）の

ように平和で美しく、牧歌的である。しかし美が本来持つ、厳しさや完璧主義、向上心、飛

躍のような冒険的な要素はない。このような挑発的な要素は、ロマン主義的美学の残滓とも

いえるが、実際にはこうした冒険的要素を欠いた美は退屈でもある。その点で、新印象派の

美学は、その頂点において、終焉を迎えていた。 

②国内外の芸術祭（越後妻有トリエンナーレ、瀬戸内国際芸術祭、愛知トリエンナーレ、

さいたまトリエンナーレ、2017 年の欧州でのミュンスター彫刻プロジェクト、ドクメンタ

14、ヴェネツィアビエンナーレなど）は、近代芸術において私達が抱いてきた「芸術と日常

生活の融合」を叶える実践である。しかし実際、それらのアートを体験してみると、それは

欧州の場合、芸術が政治問題に転嫁される事態が、そして日本では芸術が地域振興などの経

済の問題に転嫁されていくことが明らかとなった。芸術が芸術として、生活圏で成り立つの

は難しく、それこそまさに「人生のための芸術」なのだが、そうした芸術は、もはや人生の

ためにもなりにくいことが実感された。各地の芸術祭は、あいちトリエンナーレ 2019 のよ

うに、政治問題などを強くクロースアップすることで、新たな力を得ているが、しかしそこ

に芸術性が残されているかは、考察の余地がある（本研究では、芸術の経済化、芸術の政治

化が極端に進むと、芸術が無効化する可能性を示唆した）。 

③本研究は、そこで 2019 年度からは芸術と日常生活の融合を叶える、ごくわずかな可能

性として「毒」に注目した。例えば芸術に比喩的な意味の「毒」を導きいれることにより、

アートの力は増してくる。例えばブリジット・ライリーのオプ・アートは、1960 年代にド

ラッグを吸引しながら見ることが流行したり、1960 年代から 80 年代のパフォーマンス・

アートは暴力が美的価値の核となったり、オルダス・ハクスリーや安部公房の物語では、麻

薬やドラッグが異世界を創り出す。芸術はカント以来、「無関心性」を軸に鑑賞されるよう

になったが、「毒」は生死にかかわる「関心性」を芸術に注入する。芸術と生活のなれ合い

で、ぬるま湯のようになった美に、生死にかかわるような強い関心を注入するのは、まさし

く毒なのかもしれないと示唆できた。 

2020 年からはコロナ禍で、芸術界もアポカリプス的な状況に置かれているが、そのこと

は逆に芸術の生命を吹き替える可能性すら示唆している。しかしそれについては、今後の研

究を俟たねばならない。 
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